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　町の行政施策の一翼を担う公益法人やＮＰＯ法人等の活動資金は、国・県や町の補助金
で支えられているところもあれば自己資金や構成員の拠出金・利用料収入等で賄われてい
るところなど様々である。
　しかし、全国的には資金調達が思うように進まず活動を制限せざるを得ない組織が出て
おり、町内にも財政難を訴える組織があると聞いている。
　そこで、町づくりに貢献がありかつ一定の条件を満たした組織であると町長が認めた組
織であれば寄附を得やすくなるような制度を導入すべきと考える。
　そこで次のことを提案する。

　　１．国も推奨している寄附文化の醸成を町としても促進すべきと考える。
　　　町長の見解は。
　２．ふるさと納税制度では住民が住所地の自治体に寄附しても返礼品の対象にならない
　　ため、上記のとおり町長が認めた組織に住民が寄附した場合はふるさと納税で寄せら
　　れた寄附金を財源に返礼品を提供したらどうか。
　　　このことで組織の資金の確保・活動内容のアピールと同時に住民の寄附行動の促進
　　につながると考える。
　　　町長の見解は。

　学校は誰もが安心して学べる施設であることが大切だと考える。障がいのある児童生徒
やケガをした児童生徒が安心して学ぶためには学校のバリアフリー化・ユニバーサルデザ
インが不可欠だと思う。
　また、地域が支え合うコミュニティスクールである小中学校に地域の方や保護者が安心
して集えるようにするためにもバリアフリー化・ユニバーサルデザインが必要だと感じ
る。
　そこで次のことを伺う。
　１．小中学校のバリアフリー化・ユニバーサルデザイン推進の現状と今後の計画は。
　２．児童生徒が利用できるエレベーターのない小中学校へのエレベーター設置は
　　できないか。

　GIGAスクール構想の実現により、今後教育へのICTの活用が進んでいくと考える。これ
からの教育現場でのICTの活用について次のことを伺う。

　１．オンラインで授業の様子を配信することにより、欠席している生徒への学習支援に
　　つながると考えるが導入できないか。
　２．遅刻や欠席の連絡など先生と保護者の連絡にICTを活用できないか。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため昨年のクリーン作戦は中止された。この行事は
全町を挙げて町の清掃活動に取り組むことで町や地域に何らかの社会貢献をして、共にま
ちづくりをしていくというボランティアの精神が育つとても良い機会だと思う。
　また、各行政区では長年にわたり様々な清掃の取り組みを行っているが、地域によって
は高齢化が進んだり人口減少により、活動自体が困難になってきている。
　本町では、様々なボランティア活動で支え合う社会をめざしている。今後も新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、大人数集まれないなどの規制が続き、清掃活動や行事が停
滞することも考えられる。そこで次の３点について伺う。

　①　本町における現在の清掃ボランティアの登録や活動の状況は。
　②　町が支援し少人数で気軽に清掃ボランティアに取り組める体制の構築を図る
　　必要があると思うが見解は。
　③　道路や公園など自治体が所管する公共施設の美化活動を住民が「わが子の
　　ように大切に思い」自発的に行い、自治体がその活動を支援する「協働による
　　まちづくり」の制度であるアダプト制度を、本町でも積極的に取り組んでいく
　　べきと思うが見解は。

　令和３年度の新宮・新宮東幼稚園の１１月１９日現在での入園申し込み状況は、年少ク
ラスで定員１８０人に対し４２人、就園率は２３．３％になるとの委員会報告があった。
　共働き世帯が増え、令和元年１０月からの幼児教育・保育の無償化の影響もあり、現状
の５時間程度の幼児教育体制では働く保護者のニーズに対応できていない。町長の施政方
針にも町立幼稚園のあり方を検討するとあったが、次の３点について見解を伺う。

　１．近年急激に入園希望者が減少している要因は、幼児教育・保育無償化による
　　ものが大きいと思うが、町としての減少要因の検証と見解を伺う。
　２．新宮・新宮東幼稚園の平成２９年度と３０年度の就園者数と定員に対する就
　　園率を伺う。
　３．令和元年度の決算で新宮・新宮東幼稚園の歳出合計は約１億３千万円、内人
　　件費が約１億１千５百万円である。教職員等は約３０人で、充実した教育体制
　　・環境が整っていると思う。町立幼稚園の魅力をより高めるために、全ての園
　　で延長保育を実施し、さらに満３歳児を対象にプレスクール制を導入すること
　　が考えられるが見解を伺う。

　認知症対策は、国、自治体、事業者、住民が協力し総合的に取り組む必要がある。２０
１９年１年間の認知症に関わる行方不明者は全国で約１万７,４７９人にのぼり、７年連続
で増加し続けている。認知症の方とともに安心して暮らすまちづくりが急務と考え、次の
４点について伺う。

　１．新宮町での認知症高齢者の行方不明事案や事故の件数は。
　２．新宮町認知症高齢者等徘徊ＳＯＳネットワーク事業「徘徊高齢者捜してメール」
　　を実施しているが、登録対象者、登録者、配信登録者の人数と新宮町での発生件
　　数は。
　　　また捜索の模擬訓練を拡充する必要があるのでは。

　３．徘徊高齢者の安全確保や介護者の負担軽減を目的とした、ＧＰＳ位置情報システ
　　ムを用いた機器の導入や助成制度の必要性があると思うが見解を伺う。
　　　また、大阪府泉佐野市などが実施している認知症高齢者の賠償保障制度の取り組
　　みができないか見解を伺う。
　４．認知症の正しい知識と理解を持ち、見守りや保護に協力する「認知症サポーター」
　　を増やすために、インターネット配信によるサポーター養成講座、古賀市が実施し
　　ている認知症ジュニアサポーター養成講座、日向市が実施している図書館や公共施
　　設に認知症関連図書を掲示するなどの取り組みができないか見解を伺う。

※役場、シーオーレ新宮、そぴあしんぐうにおいて、議会中継を行っています。ぜひ一度ご覧ください。

※お手元のパソコン及びスマートフォンから新宮町議会にアクセスしてください。議会中継・録画配信を行っています。ぜひご覧ください。
※議場での傍聴希望の方は、当日午前9時から受付を行いますので、役場議会事務局へおいでください。

※詳しくは、役場議会事務局　TEL　９６３－１７３７（直通）までお問い合わせください。

議会の傍聴にお越しください。
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